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広報目的　	

オートバイに関わる総合企業としての企業力の向上を
図るため、以下のポイントに留意して企画しました。 
	 
・一般顧客（オリジナルバイク、カスタムパーツの	 
　ユーザ）へのサービス充実による、ファン化の推進	 
・広報コンテンツの充実化	 
	 



広報理由	

２輪車市場では、ベテランライダーの返り咲きで活性化
はされてきているものの、若者の２輪車離れが進み、	 
またカスタム文化も一般受けしなくなってきている。	 
株式会社プロトの商品開発ポリシーは、「知識を部品で
補完する」であり、この考えを更に発展させる活動を創
出することで、企業の魅力の補強とユーザ開拓に貢献	 
できると考える。	 
	 
○アイディア	 
・社内組織の新設　→	 『パーツつくる課』	 

・新組織による『どり～むパーツ』コンテストの実施	 
	
	
	



「パーツつくる課」とは	

	 「理想を現実に、夢のある商品づくりを」	 

バイクユーザーの方々が考える「こんなパーツあった
らいいな」というアイデアを募集し、審査を行う。	 
そこで評価が１番良かったパーツのアイデアを基に研
究、開発を行い(アイデア提供者をプロジェクトリー
ダーにする)、実際に商品化をして、ユーザーの理想を
現実化させていくことがこの部署の使命である。	 



どり～むパーツ　コンテスト　募集要項	

テーマ	
	 

	

審査	 
	 

応募資格	

応募期間	

「あったらいいな♪こんな理想のパーツ!」	 

バイクユーザーの方で新規のアイデアを	 
お持ちの方ならどなたでも応募可能です。	 

平成27年4月6日(月)　～	 
　　　　　　平成27年5月10日(日)	 
　　　　　　　　　　【メール必着】	 

応募作品については、当社「パーツつくる課」
において審査のうえ、最優秀作品等を決定し、
発表します。	 
	 

・発表	 
	
平成27年6月上旬(予定)	 

	

・発表方法	 
	 
当選者にお電話にて直接お知らせするとともに、
当社ホームページで発表します。	



どり～むパーツ　コンテスト　募集要項	

  　「オートスタンド 説明」 
 
信号待ちや踏切待ちの際に、赤
のボタンを押すと、前後左右か
らスタンドがでてきて、バイクを
支えてくれる。 
そのため、楽な体勢で待つこと
ができる。青のボタンを押すとス
タンドが収納され、走ることがで
きるようになる。 
また駐輪の際にも使えるため、
サイドスタンドやセンタースタンド
を立てなくて済む。 
	
	

１．タイトル（応募用紙）	 ３．パーツの説明シート	

２．パーツデザイン	

〈応募用紙〉　	 
下記のリンクからテンプレートをダウンロードし、	 

必要事項を記入してください。	 
　http://plot.contest.temp.html	 

〈企画書〉	 
・企画書には【1.タイトル　2.パーツのデザイン	 3.　	 
　パーツの説明等】以上の内容は必ず記載してくださ	 
　い。また、企画書はA4サイズで3枚以内に収め、PDF	 
　ファイル化してください。	 

・応募用紙と企画書の電子データを左記の画像のように	 
　記入し、募集期間内にメールにてお送りください。	 
　メール送信先：parts-contest@plot.ac.jp	 

	 
　※メールの件名には必ず「どり～むパーツ　コンテスト　	 
　応募書類」と記入し、本文の最後に氏名を記入	 
　してください。	 

	 
	



権利等	 

どり～むパーツ　コンテスト　募集要項	
受賞特典	 
	

・本コンテストへ作品をご応募の際には、応募
者は応募用紙に正確な個人情報を記入し、当社
に提供していただく必要があります。必要な個
人情報を提供していただけない場合、当社は応
募を受け付けません。	 

・入賞者の氏名は、本コンテスト関係のホーム
ページ等で、入賞作品を紹介する際に掲載され
ます。	 

・応募作品の知的財産権（特許権、実用新案権、
意匠権、商標権）は、応募者に帰属します。	 

・商品化が決定した際には、特許などの出願を
お願い致します。	 

・最優秀賞(1点)	 
	 
賞金○万円＋アイデアの商品化	 
(アイデア提供者をプロジェクトリーダーに	 
任命)	

・準優秀賞(2点)	 
	 
賞金○万円	 

お問い合わせ先・応募先	 

株式会社プロト　パーツつくる課	
〒448-0001　愛知県刈谷市井カ谷町桜島5	
TEL 0566-36-3366　FAX 0566-36-6666	  
HP	  	  h%p://www.parts-‐create.ne.jp	
Mail parts-contest@plot.ac.jp	



募集	 

○新部署立ち上げ、企画	 

 
○広報計画	 
　・情報発信先の設定	 
 
○制作物	 
　・Webサイトの作成	 
　・告知ポスターの作成	 
　・実施趣意書の作成	 
　・PRリリースの作成	 

○会場	 
　・授賞式会場の準備、選定	 

○受付開始	 
　・メールにて応募受付	 
 
○広告	 
　・業界紙、一般紙に広告を打つ	 
 
○広報	 
　・各報道機関へリリース	 
　（リリース送信先に一覧）	 

準備	 
4月 

どり～むパーツ　コンテスト 制作フロー	

○審査	 
	 
○発表	 
　・受賞者に連絡	 
　・HPにて発表	 

 
○授賞式	 
　・入賞作品の発表	 
　・賞金の贈呈	 

○プロジェクト化	 
　・最優秀作品を実際に商品化	 
　・受賞者の方をリーダーにする	 
 
○開発、設計、取り付け、	 
　　テスト走行、調整、量産	 

審査	 制作	 
3月 5月 6月 



○リリース送信先一覧	 
	
広報ターゲットは、バイクユーザーとし、地域・年齢・男女は問わないが、
カスタムパーツコンテンストなので、バイク関連情報に興味のある層（バイ
クファン）とする。	 
	 
広報メディアの考え方として、バイク専門誌、専門WEBサイトを中心に発信
し、企業HPへ誘導を図る。	 

	

どり～むパーツ　コンテスト 制作フロー	

・出版社	 
　「モーターマガジン社(月刊オートバイ)」	 
　「内外出版社(月刊ヤングマシン)」	 
　「八重州出版(サイクルスポーツ)」	 
　「株式会社バイクブロス(ROAD	 RIDER)」	 
　「エイ出版社(CLUB	 HARLEY)」	 
　	 
　	 バイク関連の雑誌を取り扱っている	 
	 	 	 出版社で、発行部数の多い媒体名。	 

・WEB	 
	 	 「WEB	 Mr.Bike」	 
	 	 「Web!ke」	 
	 	 「BikeBros.マガジンズ」	 
	 	 「WEB	 オートバイ」	 

バイク関連の情報を取り扱って	 
いるWebサイト。	 



広告・広報　露出イメージ	

Web広報	 

雑誌広報	 

広告	 



感想	

今回の卒業制作で、株式会社プロトさまを担当することに	 
なり、オートバイに関して無知の状態でスタートということ
で、不安な部分が多々ありました。	 
	 
ですが、企画、撮影、編集等の作業を通じて、オートバイに	 
ついて少しずつ理解ができ、自分がオートバイに乗る側の人間
だったらどんな気持ちになるかということをイメージしながら
楽しく制作を行うことができました。	 
	 
また、人との繋がりについても様々なことを学ぶことができた
ので、この卒業制作は、今後の自分のためにもとてもいい勉強
になったと思います。	 
	 


